
東
ひがし

四
よつ

柳
やなぎ

史
ふ み

明
あき

第14回 越中桃井軍の侵攻と南北朝北加賀合戦

卯辰山から金沢市街を望む（金沢市）

　南北朝時代後期の応安２年/正平24年※1（1369年）
に、前越中守護の桃

もも

井
のい

氏が北加賀に侵攻し、金沢市域
周辺の石川郡の各地で、加賀・能登の室町幕府（足利
将軍家）方との間で合戦を展開した。
　これに先立ち、同年４月28日に、先

さ

きの足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

・直
ただ

義
よし

兄弟の軍事抗争（観
かん

応
のう

の擾
じょうらん

乱※2）で敗北した
直義党の桃井直

ただ

常
つね

が、越中で挙兵したのち能登に乱入
し、同国鹿

かしま

島郡の金
かね

丸
まる

・能
の

登
と

部
べ

城（現中
な か の と

能登町）に拠
よ

る、
吉
よしみ

見左
さまのすけ

馬助や能登守護代同伊
い

予
よ

入
にゅうどう

道率いる幕府方の能
登守護吉見勢と、６月１日に至るまでの間、連日にわ
たり合戦を繰り返した。しかし吉見方の攻勢に遭って、
桃井軍はいったん能登から越中に退去した後、今度は

幕府方の加賀守護富
とがし

樫氏を攻撃するため、加賀に転進
したのであった。

■ 桃井直
ただ

和
かず

勢の富樫城攻略
　桃井直和（直常の嫡男）率いる越中勢は、恐らく加
賀との国境に位置にする松

まつね

根（現小
お

矢
や

部
べ

市内山町・金
沢市松根町）を越えて北加賀に攻め入ったものと思わ
れる。その後、石川郡の平

ひら

岡
おか

野
の

（現金沢駅付近）に進
んで布陣した後、同年８月には、石川郡野

のの

市
いち

（現野
の

々
の

市
いち

市）に所在する加賀の守護所（富樫城）を包囲し、日々
夜々激しい攻撃を仕掛けた。

　富樫氏の居
きょ

館
かん

は、現在の野々市市
住吉町付近に所在し、約１町四方（１
辺約109メートル）の方形状の広大
な敷地をもち、周囲には堅固な堀と
土塁を構えた城砦であったことが、
近年の発掘調査によって明らかに
なっている。
　当時の加賀では、先きに死去した
守護富樫氏

うじ

春
はる

の遺児竹
たけ

童
どう

丸
まる

（後の昌
まさ

家
いえ

）が、一族の守護代額
ぬか

用
もち

家
いえ

の後見
によって守護の地位にあり、桃井勢
の猛攻にあって危機的状況に陥って
いた。
　こうした加賀守護富樫氏の危機を

※１　 応安は北朝（後光厳天皇）、正平は南朝（長慶天皇）の年号。時の将軍は足利義満。
※２　 足利尊氏の執事の高師直と、副将軍格の足利直義との対立から起きた全国規模の内乱。室町幕府中枢の分裂により全国の諸将も二

つに分かれ、さらに権力奪回を目論む南朝もうごめき、情勢は二転三転。高師直は直義党に討たれ、直義も兄尊氏に捕らえられ殺
害されたが、桃井直常は以降20年近くにわたり叛乱を続けた。
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高師直（執事）
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1353-54

桃井盛義（能登守護）
吉見氏頼（能登守護）
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吉見民部少輔

　　　桃井直常（前越中守護）
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得江季員（志雄保地頭）
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二宮円阿（越中守護代）
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桃井軍と吉見・富樫・斯波連合軍の進路

救うため、幕府から北陸における桃井氏の叛
はん

乱
らん

制圧の
命令をうけた能登守護吉

よし

見
み

氏
うじ

頼
より

が、京都より下向し、
能登から越前まで出迎えに赴いた得

とく

田
だの

荘
しょう

（現志
し

賀
か

町）
地頭得

とく

田
だ

章
のり

親
ちか

、志
し お の ほ

雄保（現宝
ほう

達
だつ

清
しみずちょう

水町）地頭得
とく

江
え

季
すえ

員
かず

らを同行して加賀に到着した。そこで能登より呼び寄
せた一族の吉見左

さまのすけ

馬助率いる得田章
のり

房
ふさ

らの能登勢と合
流し、富樫城救援に駆けつけたのである。その結果９
月７日には、富樫氏は吉見勢の援軍を得て、辛うじて
危機を脱することができた。このため桃井勢は富樫城
の囲みを解いて、転じて日本海海運における北加賀の
要
よう

湊
そう

である石川郡の宮
みや

腰
こし

（現金沢市金
かな

石
いわ

町）に攻め寄
せた。
　吉見軍は、翌８日に桃井軍の北加賀経略の拠点と
なっていた平岡野の陣に押し寄せ、激しい戦闘の末、
大将桃井直和以下を追い落とし、翌９日には宮腰に攻
め入ったため、桃井勢はその攻勢に堪えかね、隣接す
る同郡の大

おおのじゅく

野宿（現金沢市大野町）へと退去した。

■ 宇
う

多
た

須
す

山
やま

居陣と陥落
　９月12日、能登吉見勢は、大野宿に拠る桃井軍に
攻撃を敢行した。このためその日の夜、合戦で敗北し
た桃井勢は、大野宿から没落し、浅野川中流域右岸の
河
かほく

北郡の宇
う

多
た

須
す

山
やま

（現金沢市内卯
うたつ

辰山
やま

）に退いた。
　宇多須山は、標高141メートルの丘陵で、眼下に北
陸道と浅野川を望む要

ようしょう

衝の地であったため、桃井勢
はそこに要

よう

塞
さい

を築いて陣を構え、態勢の建て直しをは
かった。しかしここでも吉見軍の攻撃をうけ、同月15
日には、宇多須山の城

じょうさい

砦が陥落したため、桃井直和率
いる越中の桃井勢は、北加賀を捨て国境の松

まつね

根砦
とりで

や越
中国砺

となみ

波郡の蟹
かんだ

谷一
いちじょう

条城（現小矢部市八
や

代
だ

）に退去し
た。だが17日に、そこも吉見軍に追撃されて抗しきれ
ず、同郡の千

ちよが

代様
ためし

城（現砺波市庄
しょうがわ

川町庄
しょう

）に退却する。
ここに桃井直和の加賀守護富樫氏攻略は、援軍の能登
勢（守護吉見軍）の奮戦によって失敗に帰した。

■ 能登吉見軍の越中諸城攻略
　能登守護吉見氏頼率いる能登勢の桃井軍追撃は、そ
の後も続けられ、桃井方の拠る越中の諸城で合戦が展
開された。９月18日に、吉見軍による千代様城攻撃
が始まり、24日には、同城と近接する砺波郡の井

いの

口
くち

城（現南
なんと

砺市池尻）が陥落した。井口城は、砺波郡の
有力豪族であった井口氏の居城で、南北朝期には、同
氏は桃井直常方に属しており、当時同城は、同郡にお
ける桃井方の軍事的拠点となっていた。
　その後も桃井直常は、新

にい

川
かわ

郡の松
まつ

倉
くら

城に籠城して、
室町幕府に敵対する姿勢を続けており、９月29日に
は、越中の国人の多くが、桃井方に味方し同城に参じ
ているとの風聞が、京都にまで伝わっている（『花

かえ い

営
三
さんだいき

代記』）。
　これに対し幕府は、それに先立つ８月10日、越中
守護の斯

し

波
ば

義
よし

将
まさ

を京都から越中に下向させ、直常討伐
の出兵をはかるよう、守護代二

にの

宮
みや

円
えん

阿
あ

に命じた。10
月22日になって、下向した守護の斯波軍に能登の吉
見軍が加わり、松倉城攻撃が開始される。しかしその
決着をみぬまま厭

えん

戦
せん
※3状況に陥ったらしく、やがて能

登勢は、帰国の途についている。
　前述したこれまでの加賀・能登・越中における軍事
行動の軌跡は、このとき幕府の命令をうけて、守護吉
見軍に加わり桃井氏討伐に参戦した、能登武士の得田
章房・同章親や得江季員の軍

ぐんちゅうじょう

忠状※4（前田育徳会尊
そん

経
けい

閣
かく

文
ぶん

庫
こ

所蔵）が語るところである。
　桃井氏は、次いで応安３年/建徳元年（1370年）３月、
直和が婦

ね

負
い

郡長沢（現富山市婦
ふちゅう

中町長沢）で、越中守
護斯波義将・加賀守護富樫竹童丸の連合軍と戦い、敗
北して討死する。このためその与党は、松倉城に遁

のが

れ
て楯

たて

籠
こも

った。その後応安４年/建徳２年（1371年）７
月に至り、桃井直常が砺波郡五

ごいのしょう

位庄（現高岡市福岡町
付近）の合戦で、能登勢（能登守護吉見軍）に大敗し
たのを最後に、南北朝期の北陸における桃井氏の反幕
府的行動は、終わりを告げることになる。

※３　 戦いを厭（いと）い、回避しようとすること。
※４　 後日の論功行賞のために武士が自分の軍功を書き上げ、大将から承認を得た文書。得田章房の軍忠状（得田文書）には、章房が、

金丸城の吉見左馬助とともに、野市（富樫城）、平岡野、一条城、井口城、千代様城、松倉城において、桃井軍と連日合戦を繰り広
げたと記されている。

加 賀

越 中

能 登

松倉城
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松根砦・
蟹谷一条城

金丸城
能登部城

千代様城

井口城
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宇多須山
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